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ついに時間論水へ い

不足深刻

今
年
は
、
近
年
に
な
い
干
ば
つ

と
な
り
、
近
隣
の
市
町
村
で
も
深

刻
な
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

す
。

当
町
で
は
、
七
月
十
三
日
に
渇

水
対
策
本
部
を
設
置
し
、
広
報
車

や
チ
ラ
シ
で
節
水
を
呼
び
か
け
て

き
ま
し
た

。

X
、
生
活
用
水
の
確

保
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
き
ま

し
だ
が
、
水
源
状
況
は
好
転
せ
ず

九
月
七
日
か
ら
や
む
を
得
ず
北
吉

井
地
区
に
お
い
て
夜
間
断
水
に
ふ

み
き
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
節
水

に
つ
い
て
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

。

問
い
合
せ
先

重
信
町
渇
水
対
策
本
部

宮
六
四
ー

二
O
O

一

『
.

町
畿
会
よ
り

「
温
泉
郡
区
選
出

愛
媛
県
議
会
議
員

定
数
増
に
関
す
る

要
望
署
名
の
報
告
」

臨時給水所を利用する主婦

町
議
会
で
は
、
温
泉
郡
区
の
県

議
定
数
の
極
端
な
不
公
平
感
を
な

く
す
べ
く
、
選
挙
区
人
口
に
比
例

し
た
公
平
な
定
数
を
求
め
る
た

め
、
温
泉
郡
三
町
議
会
の
協
議
に

よ
り
、
定
数
増
の
要
望
署
名
を
、
重

信
町
に
お
い
て
は
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
皆
さ
ん
に
お
願
い
を
い
た
し

ま
し
た
結
果
、
九
、
九

O
四
名
(
六

十
四

・

四
%
)
の
署
名
を
い
た
だ

き
、
八
月

三
十
日
に
川
内
町
、
中
島

町
と
合
わ
せ
て
、
岡
田
県
議
会
議

長
に
直
接
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
は
、
温
泉
郡
議

長
会
に
お
い
て
推
移
を
見
守
り
努

力
を
い
た
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す

。

国
際
化
時
代
を
迎
え
、
町
で
は

二
十

一
世
紀
を
担
う
青
少
年
を
海

外
へ
派
遣
し
、
海
外
生
活
体
験
を

通
し
て
広
く
世
界
に
は
ば
た
い
て

も
ら
お
う
と
中
学
生
の
海
外
派
遣

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

。

今
回
、
七
月

二
十
九
日
か
ら
十

八
日
間
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
た
の

は
、
重
信
中
学
校
二
年
、
和
田

一

朗
君
(
山
之
内
)
で
す
。

松
山
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
サ

ク
ラ
メ
ン
ト
市
を
訪
問
し
た
り
、

ワ
シ
ン
ト
ン
州
都
で
あ
る
オ
リ
ン

ピ
ア
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り

と
、
ア
メ
リ
カ
の
実
生
活
に
触
れ

な
が
ら
、
語
学
研
修
、
そ
し
て
友

好
親
善
に
努
め
る
な
ど
貴
重
な
体

験
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ホストファミリーの人達と

ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
-
}
と

重
信
中
二
年
和
田
一
朗

僕
は
、
今
年
の
夏
、
ア
メ
リ
カ

に
行
っ
て
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し

た
。

そ
し
て
、
十
八
日
間
で
し
た

が
、
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た

。

僕
達
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
オ

リ
ン
ピ
ア
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の

州
都
で
、
ア
メ
リ
カ
の
人
々
の
心

を
忠
わ
せ
る
よ
う
な
州
議
事
堂
が

あ
り
、
緑
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い

て
、
と
て
も
き
れ
い
な
所
で
し
た
。

そ
し
て
、
僕
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ

ー

は
、
と
て
も
や
さ
し
い
人
達

で
、
身
近
に
あ
る
銃
の
怖
さ
や
、

ア
メ
リ
カ
の
子
供
達
の
事
情
な
ど
、

ア
メ
リ
カ
の
良
い
点
や
、
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
な
ど
、
数
多

く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た

。

ま
た
、
僕
を
、
本
当
の
家
族
の
よ

う
に
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た

。

こ
の
、
ア
メ
リ
カ
で
の
研
修
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
メ
リ
カ
の

人
々
に
固
ま
れ
て
、
そ
し
て
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー

や
、
サ
ク
ラ
メ

ン
ト
の
姉
妹
都
市
協
会
の
人
達
の

や
さ
し
さ
を
受
け
て
、
と
て
も
す

ば
ら
し
い
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ア
メ

リ
カ
で
の
す
ば
ら
し
い
経
験
を
生

か
し
て
、
楽
し
く
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す

。



身
体
障
害
者
・
精
神
薄
弱
者

の
方
の
有
料
道
路
割
引
制
度

平
成
六
年
十
月
か
ら
、
有
料
道

路
の
割
引
制
度
が
次
の
よ
う

に
変

わ
り
ま
し
た
の
で
、
割
引
制
度
を

利
用
さ
れ
る
方
は

、
子
続
き
を
お

願
い
し
ま
す

。

〈
割
引
対
象
車
両
〉

①
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い

る
方
が
運
転
す
る
本
人
所
有
又

は
家
族
所
有
の
乗
用
自
動
車
、

一
部
の
貨
物
自
動
車

一
台
。
(
営

業
用
は
除
く
。
)

②
第
一
種
身
体
障
害
者
手

帳
、
A

級
療
育
手
帳
を
持

っ
て
い
る
方

が
乗
車
し
、
介
護
者
が
運
転
す

る
本
人
所
有
又
は
家
族
所
有
の

乗
用
向
動
車

、

一
部
の
貨
物
自

動
車

一
台
。
(
営
業
用
は
除
く
。

)

〈
利
用
手
続
き
〉

役
場
福
祉
課
で
、
割
引
対
象
車

両
の
確
認
、
登
録
番
号
記
入
の
上

チ
ケ

ッ

ト
を

受
け
取
っ
て
下
さ
い
。

〈
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
〉

運
転
免
許
証
・
車
検
証

・

身
体

障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳

ち乙6令約.3L.• 3 

児
童
手
当
制
度

児
童
手
当
は
、
一

人
目

の
子
ど

も

(平
成
三
年

一
月

二
日
生
以
降
)

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

。

認
定
請
求
は
随
時
受
け
付
け
ま

す
。

申
請
さ
れ
る
方
は
、
役
場
福

祉
課
ま
で
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
認
定
請
求
さ
れ
た
方
は

前
年

の
所
得
が
限
度
額
を

超
え
な

い
限
り
、
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

既
に

、

児
童
手
当
を
受

け
ら
れ

て
い
る
方
は
、
制
度
に
伴
い

三
歳

の
誕
生
月
分
ま
で
支
給
し
ま
す

。

支
給
の
対
象
と
な
る
児
童
の
年

齢
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
と
お

り
で
す

。

児童の年齢についての経過措置
第 1 子|平成 3 年 l 月 2 日以 I 3 歳の誕生日の属

後に生 まれた児童 | する月分まで支給

第 2 子 | 平成 3 年 1 月 1 日以 I 3 歳の誕工日の属
以降 | 後に生まれた児童 | する月 分まで支給

※生年月日にご注怠下さい。

下お福 さを先方
さ問祉詳いしでは公
いい課し 。 て手、務
。 合 ま く く統勤員
せで Lt だき務の

コ
ン
ポ
ス
ト
設
置
補
助

(
第
二
期
)

生
ご
み

の
減
量
化
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
に
、

生
ご
み

処
理

容
器
の
購
入
者
に
対
し
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ

・
補
助
対
象
及
び
補
助
金
額

町
内
の

一
般
家
庭
の
み
を
対
象

に
、

一
世
帯
二
個
を
限
度
と
し
ま

す
。

補
助
金
額
は
容
器

一
個
に
つ

き

三
千
円
で
す
。
(
次
表
)

・
申
し
込
み
期
限

平
成
六
年
十

一
月
末
日

・
・申
し
込
み
先

重
信

町
農
業
協
同
組

合
(
本
所

及
び
北
吉
井

・

南
吉
井

・

拝
志

各
支
所
)

※
申
し
込
み
時

に
印
鑑
が
必
要

ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た

ら
役
場
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合

せ
下
さ
い

。

容量5の種類 n骨" i量
販売価格

町補助金 購入者負担
(消費税込)

Aタイフ。 120L 6 ， 500円 3 ， 000円 3 ， 500円

B タイフ。 130L 5 ， 000円 3 ， 000ドl 2 ， 000円

Cタイ プ 200L 7 ， 500円 3 ， 000円 4 ， 500円

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
ヘ

十
月
は

、

犬
の
危
害
防
止
対
策

推
進
月
間
で
す

。

犬
を
飼
っ

て
い

る
方
は
、
次
の
こ
と
を
守

っ

て
下

支
』
い
。

犬
は
放
さ
な
い

l

、
岐
傷
事
故
の
も
と
に
な
る

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し

ト

ゐ
、
司
ノ
。

2

、
犬
の
散
歩
は
く
さ
り
で

つ

な
い
で
し
ま
し
ょ
う

。

犬
は
捨
て
な
、

l

、
捨
て
犬
は

野
犬
の
も
と
と

な
り
、
人
に
危
害
を
加
え
る

原
因
に
な
り
ま
す

。

2

、
飼
う
以
上
は
、
家
族
の

一

員
と
し
て
愛
情
と
責
任
を
も

ち
ま
し
ょ
う

。

3

、
不
用
犬
は
、
毎
週
月
曜
日

(午
前
十
時
ま
で
)
に
買
い
上

げ
て
い
ま
す

。

印
鑑
が
必
要

で
す
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

l

、
「
し

つ
け
・

運
動
・

手
入
れ
」

は
飼
い
主
の
責
任
で
す

。

2

、
散
歩
の
際
に
「
フ
ン
」
を

し
た
時
は
責
任
を
持

っ

て
始

末
し
、
環
境
の
美
化
に
努
め

手
品
ー
し
ょ
、
っ
。

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
、
登

録
(
犬
の
鑑
札
)
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
毎
年
一
回
必
ず
受
け
ま
し
ょ

A
J
ι
 ー

、

登
録
は
、
役
場
福
祉
課
で

受
け
付
け
て
い
ま
す

。

(登
録
料

二
、

二
O
O
円
)

2
、

予
防
注

射
は
、
動
物
病
院

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

H64-2001附

(~Vt\ 

役場福祉課

今
年
度
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦
を
次
の
と
お
り
追
加

い
た
し
ま
す

。

金
婚
式
該
当
ご
夫
婦
(
敬
称
略
)

〔横
河
原
〕

O

後
藤
蕪
平
・

イ
ツ

エ

C

高
須
賀

一
孝
・

春
子

〔
志
津
川〕

。

亀
井
一
・

貞
子

〔見
奈
良
〕

O

高
原
昇
夫
・
ク
マ
子

〔
田
窪
〕

O

小
野
義
贋
・

京
子

O

平
岡
安

一
・

千
代
野

〔下
林
〕

O

越
智
貞
明
・

千
代
子

このページの問い合せ先
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農
業

. 

'・- . 
'己 ιーすれ.i~・

現
在
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
国
の
内
外
に
多
く
の
問
題
を

抱
え
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て

い
ま
す

。

こ
う
し
た
中

、
今
ま
で

農
業
を
支
え
て
い
た
農
家
に
も
、

農
業
後
継
者
が
い
な
い
と
か
、
兼

業
の
方
が
忙
し
い
と
か
の
理
由
で

農
業
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
農
家
が
増
え
て
い

ま
す
。

重
信
町
で
は
、
昨
年
八
月
に
改

正
さ
れ
た
「
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
」
及
び
、
愛
媛
県
の
「
基

本
方
針
」

の
策
定
を
受
け
て
、
将

来
(
概
ね
十
年
後
)
を
目
標
に
、
農

業
の
担
い
手
を
育
成
確
保
し
、
活

力
あ
る
農
業

・

農
村
を
作
り
上
げ

る
た
め
、
「

重
信
町
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
基
本
構
想
」
を
策
定
し

土
品
l
v
れ
~。

こ
の
構
想
は
、
農
業
に
従
事
す

る
個
人
又
は
集
団
が
、
経
営
面
積

を
拡
大
し
た
り
、
施
設

・

設
備
を

拡
充
さ
せ
る

一
方
、
機
械
等
の
有

効
利
用
や
適
切
な
雇
用

・

労
務
管

理
を
行
い
、
他
産
業
並
の
労
働
時

間
・
年
間
所
得
を
実
現
す
る
こ
と。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
経
営
体
が
本
町

農
業
生
産
の
相
当
部
分
を
占
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
重
信
町
で
は
、
愛
媛

県
(
農
業
開
発
公
社
)
・

農
業
改
良

普
及
所
・

重
信
町
農
業
委
員
会
・

」
重
信
町
農
協
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業
と

し
て
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す

。

一
、
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業

二
、
農

地
保
有
合
理
化
事
業
の

実

施
を
促
進
す
る
事
業

三
、
農

用
地
利
用
改
善
事
業
の

実

施
を
促
進
す
る
事
業

四
、
委
託
を
受
け
て
行
う
農
作
業

の
実
施
を
促
進
す
る
事
業

五
、
農
業
経
営
の
改
善
を
図
る
た

め
に
必
要
な
農
業
従
事
者
の
養

成
及
び
確
保
を
促
進
す
る

事
業

ま
た
、
従
来
の
農
業
経
営
拡
大

計
画
の
認
定
制
度
を
拡
充
し
て
、

「
基
本
構
想
」
に
沿
っ
た
規
模
拡

大
や
経
営
改
善
を
志
向
す
る
農

家
・
集
団
等
か
ら
経
営
改
善
計
画

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
重
信
町

が
「

認
定
農
業
者
」
と
し
て
認
定

・

登
録
す
る
認
定
農
業
者
制
度
も
創

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
活
用
す
れ
ば
、
農

用
地
の
優
先
的
な
利
用
集
積
が
図

れ
る
ほ
か
、
資
金
の
借
入
れ
、
税

制
上
の
優
遇
措
置
等
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す

。

今
後
、
経
営
規
模
の
拡
大
や
施

設
・

設
備
の
拡
充
を
図
り
、
専
業

農
家
と
し
て
積
極
的
に
農
業
に
取

り
組
み
「

認
定
農
業
者
」

と
な
る

こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
、

「

基
本
構
想
」
に
つ
い
て
も
っ
と

詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
役
場
産
業
課
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い

。

宮
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
四
三
四

関係機関・団体

-------------------------・--------------------

ゆ
め
也
畠
包
包

グ

楽
し
い
老
後
d
を
目
指
し
て

八
月
二
十
三
日
、
「

家
庭
介
護
の

講
習
」

に
参
加
し
、
充
実
の

二
時

間
を
体
験
し
ま
し
た

。

ま
ず
初
め
に

「

久
万
の
里
」

か

ら
お
迎
え
し
た
寮
母
さ
ん
に
よ
る

介
護
の
実
際
を
実
演
付
き
で
学
習

し
ま
し
た
。
寮
母
さ
ん
が
、
「

O
O

さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
く
眠
れ
ま
し
た
か
。
今
か
ら
オ

ム
ツ
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ね
。
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
言
葉

に
、
相
手
を
大
切
に
思
う
気
持
ち

が
込
め
ら
れ
、
聞
い
て
い
て
と
て

も
き
わ
や
か
で
し
た
。
ど
う
介
護

す
る
か
よ
り
も
っ
と
大
切
な
の
は

相
手
と
ど
れ
だ
け
良
い
人
間
関
係

を
築
い
て
ゆ

く

か
で
あ
る
と
痛
切

に
感
じ
ま
し
た
。

次
に
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
開

設
さ
れ
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

を
見
学
し
ま
し
た

。
あ
る

塾
生
の
「
こ
ん
な
所
な
ら
私
だ
っ

て
来
た
い
。
」
と
い
う
一
言
が
全
て

を
物
語
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
「

設

備
」
よ
り

「

人
」
の
力
を
ま
ざ
ま

ざ
と
見
る
思
い
で
し
た
。
や
は
り
、

人
は
人
と
暮
ら
し
合

っ
て

こ
そ
幸

福
で
あ
る
と
、
当
た
り
前

の
事
を

再
認
識
し
ま
し
た

。

最
後
に
、
高
齢
者
の
言
語
障
害

に
つ
い
て
、
専
門
の
講
師
に
よ
る

詳
し
く
て
為
に
な
る
お
話
を
伺
い

ま
し
た

。

知
っ

て
い
れ
ば
本
人
だ

け
で
な
く

、
家
族
も
救
わ
れ
る
こ

と
が
思
わ
れ
ま
し
た
。
も
し
ご
家

庭
に
言
語
障
害
(
事
故
病
気
の
後

遺
症
等
)
に
苦
し
む
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら

言
語
療
法
士
の
い
る
病

院
に
ご
相
談
さ
れ
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
。
切
実
な
方
は
女
性
塾
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

こ
こ
重
信
町
で
年
を
と
る
の
が

楽
し
み
だ
と
誰
も
が
思
え
る
よ
う

な
福
祉
を
一
人
一
人
の
子
で
作
る

の
が
理
想
の
よ
う
で
す
。

(
塾
生
Y
-
Y
)

労働保険適用促進月間です10月は
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農業経営基盤

-
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‘. 
も
ず

農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
事
業
と
は

州、"

こ
の
事
業
は
、
作
れ
な
い
農
地

を
担
い
手
農
家
に
貸
し
て
、
農
地

の
有
効
利
用
と
中
核
的
農
家
の
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和

五
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

(
平
成
五
年
八
月
二
日
「
農
用

地
利
用
増
進
事
業
」
か
ら

「
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業
」
に
名

称
変
更
)

安
易
な
口
約
束
に
よ
る
農
地
の

貸
借
は
、
将
来
の
ト
ラ
ブ
ル
の
も

と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

事
業
を

利
用
す
れ
ば
、
簡
単
な
手
続
き
で

賃
借
権
等
を
設
定
で
き
、
約
束
の

期
限
が
く
れ
ば
、
離
作
料
な
ど
を

支
払
う
こ
と
な
く
確
実
に
返
し
て

も
ら
え
ま
す

。

詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す
が
、

こ
の
事
業
の
利
用
促
進
の
た
め
に
、

各
地
区
に
農
地
流
動
化
推
進
員
が

い
ま
す
。
(
下
表
参
照
)
農
地
の
貸

借
の
仲
介
を
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

。

一
、
対
象
と
な
る
土
地

原
則
と
し
て
市
街
化
区
域
外
の

農
地

二
、

対
象
と
な
る
権
利
の
種
類

賃
借
権
、
使
用
貸
借
権

三
、
貸
し
手
の
資
格
要
件

市
街
化
区
域
外
に
農
地
を
持
つ

I也 区 氏 名 電話番号

山之内
和田喜志夫 64-6778 

杉原 孝 64-5222 

磯金 勝人 64-6678 

樋 口 田中 英世 64-6657 

藤田 恒心 64-3531 

志津 川
清水 勝弘 64-6471 

宮倉 和良 64-6481 

西 岡
松下 通 64-3536 
和田 豊重 64-6989 

見奈良
相原 弘茂 64-0708 

吉良 照幸 64-3731 

田 窪
局須賀 恵 64-8190 

海稲美智男 64-8773 

松田 和女子 64-0773 

牛 測
露口 俊孝 64-8653 

品須賀正幸 64-0785 

山口 ，元空全ミ・ 11入- 64-3839 

南野田
樋口 正憲 64-8498 

漉部 朝憲 64-8594 

池川 íï:玉4、ム，τttz.、 64-9259 
北野田 相原 俊一 64-8391 

牧 秀宣 64-3960 

上 林
菅原 晴fit主 64-8403 

山内 光 64-8904 

丹生谷春雄 64-2474 

森 忠能 64-2656 

下 林 森 ↑専 64-5957 
小山 力 64-1431 

越智 品徳 64-0490 

石丸 敏雄 64-9861 

上 村 門田 党 64-2685 

永野 i盈 64-3518 

八木 秀徳 64-946H内

護主 f姦 加藤 徳昌 " 
大西 栄幸 " 

て
い
る
人

目
、

借
り
手
の
資
格
要
件

借
り
た
農
地
を
含
め
て
、
経
営

面
積
が
五
十
ア
ー

ル
以
上
に
な
り
、

且
つ
そ
の
農

地
を
有
効
に
利
用
し

て
耕
作
を
行
う
人

玉
、

貸
借
期
間

貸
し
手
借
り
手
双
方
の
話
し
合

い
に
よ
り
任
意
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す

。

六
、

借
賃
の
基
準
等

借
賃
は
、
農
業
委
員
会
が
定
め

る
標
準
小
作
料
を
基
準
に
、
双
方

の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定
し
ま
す

。

金
銭
以
外
の
も
の
(
米
)
で
定
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
金

銭
に
換
算
し
た
額
が
標
準
小
作
料

に
相
当
す
る
よ
う
に
定
め
ま
す

。

標
準
小
作
料
(
十
a

当
り
、
現
行
)

農地流動化推進委員

上
回
(
十
a

当
り
収
量
が
五
百

四
十
同
程
度
あ
る
田
)

三
一
、
0
0
0
円

中
田
(
十
a

当
り
収
量
が
四
百

八
十
同
程
度
あ
る
田
)

二
八
、

0
0
0
円

下
回
(
十
a

当
り
収
量
が
四
百

二
十
均
程
度
あ
る
田
)

二
O

、

0
0
0
円

七
、
公
課
等
の
負
担
区
分

双
方
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定

し
ま
す
が
、
通
常
は
次
の
と
お
り

で
す

。
固
定
資
産
税
・
:
:
:

:

貸
し
手

水
利
費

j
i
-
-
:
:

借
り
手

共
済
費
:
:
:
:
:
:
:
借
り
手

八
、

制
度
の
メ
リ

ッ
ト

付
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て

、

農

地
法
の
許
可
が
い
ら
な
い
た
め

簡
便
で
あ
る

。

口
約
束
の
期
限
が
く
れ
ば
、
離

作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
確
実

に
返
し
て
も
ら
え
る
。

同
契
約
期
間
中
は
、
安
心
し
て

耕
作
で
き
、
契
約
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

九
、

申
請
手
続
等

年
二
回
、
六
月
一
日
と
十
一
月

一
日
に
広
告
し
貸
借
が
開
始
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

一
カ
月
前
ま

で
に
申
出
書
を
役
場
産
業
課
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

申
出
用
紙
は
、
産
業
課
に
あ
り

ま
す

。

働くみんなのサポーター」「労働保険

宮
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
四
三
四
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文朱
「マッJ 、流エンジョイ健康法」

-マツノ、女優師講

平成6年11 月 27 日旧)

開場 12時40分

開演 13時00分

無料(ただし、入場整理券が

必要です。)

役場町民課、

配布します。

重信町

重信町国民健康保険

{量主

‘ ! 

町民会館大ホール

町民会館にて

題

時

場

聴講料

演

.6. 
3玄

日

‘ a 
講師プロフ ィ ール

美人で、しかも雄弁、元女子プロレスラーの経歴を持ち 、 テレビ ・舞台に活躍する女優。 プ ロ

レスラー引退後、 1974年「花を咲かそう」でレコードデビュー、翌年には 「華麗なる追跡」 で

映画デビューを果たす。 4年後 rOH .1 キ ャ リアガール」 で初舞台を踏む。二度にわたる長期留

学にて、ニューヨ ー クのハンタ 一大学で語学、ブロードウェイでダンスを修得。 又、ロサンゼ

ルスのペ ッ パーダイ ン大学で健康心理学、サウザ ン ・ カリフォルニア大学で経済学を学ぶ。 健康

をテーマに 、 自 ら のダイエ ッ ト体験をもとにして「マッハ式やせてび、っ くり .1 J r女をみがくス

パ式心身美容法」 等を出版する 。 現在、テレビ ・ ラジオ ・舞台にと出演するかたわら、 『健康づ く

り 』 をテーマに日本各地で講演するなど活躍の場を広げている 。

国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
に
つ
い
て

十
月
及
び
十

一
月
は
、
「
国
民
年

金
制
度
推
進
月
間

」

で
す

。

期
間
中
は
、
県

・

社
会
保
険
事

務
所
・
市
町
村
が

一
体
と
な
っ
て

住
民
の
皆
棟
に
国
民
年
金
制
度
に

対
す
る
理
解
を

一
層
深
め
て
い
た

だ
く

た
め

の
広
報
活
動
を
県

下
各

地
で
展
開
し
ま
す

。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
た
現

在
、
今
後
予
想
さ
れ
る
超
高
齢
化

社
会
に
向
け
て
、
老
後

生
活
の
安

定
を
社
会
全
体
で
考
え
、
お

互
い

に
助
け
合
っ

て
い
く

必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況

で
、
公
的
年
金

制
度
の
国
民
年
金
は
、
老
後

の
所

得
保
障
と
し
て
欠
か
す
、
」
と

が
で

き
ま
せ
ん

。

国
民
年

金
制
度
は
、

二
十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の

国
民
全
員
が
加

入
し

保
険
料
を
納
め
て
、
お

年
寄

り

の
世
代
を
支
え
、
自
分
た
ち
が

年
を
と
る
と
、
次

の
世
代
の
人
々

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る

「

世
代
と

世
代
の
助
け
合
い
」

の
仕
組
み
で

す
。

二
十
歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
現

在
の
お
年
寄
p
，
を
支
え
る
だ
け
で

な
く

、
自
分
自
身
の
安
定
し
た
老

後
生
活
を
確
実
な
も

の
に
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す

。

い
き
い
き
と
し
た
豊
か
な
老
後

を
迎
え
る
た
め
に
、
国
民
年
金
制

度
を
正
し
く
理
解
し
、
若
い
時
か

ら

し
っ
か
り
と
し
た
老
後

の
生
活

設
計
を
し
ま
し
ょ
う

。

l 教育相談室 | 

ft41-6148 

毎週水曜日 午後l時-5時
10月 5、 12、 19、 26 日
11 月 2、 9、 16、 30 日
図書館3階
64-3437 
直接来られでもかまいません。

友人関係・しつけ・学習方法・いじめ・学校不適
応などお気軽にご相談ください。

聞い合せ先 国民金融公庫松山支店

-日時

-場所
・電話



お
年
寄
り
と
障
害

議

国
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
に
、

社
会
保
障
が
あ
り
ま
す

。
お
年
寄

り
ゃ
心
身
に
障
害
が
あ
る
方
な
ど
、

社
会
的
、
経
済
的
に
弱
い
立
場
に

あ
る
方
々
に
対
し
て
は
、
そ
の
生

活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
社
会
連

帯
に
基
づ
く
支
え
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
支
え
の
役
割
を
果
た

す
も
の
が
社
会
保
障
で
す
。

お
年
寄
り
ゃ

心
身
に
障
害
が
あ

る
方
に
対
し
て
は
、
財
政
支
出
の

面
で
社
会
保
障
を
充
実
す
る

一
方
、

税
金
の
面
で
も
い
ろ
い
ろ
な
特
典

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

一
、
お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ

る
特
例

付
老
年
者
控
除

所
得
税
は
、
一
年
聞
の
所
得
金

額
か
ら
、
基
礎
控
除
や
扶
養
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
を
差
し
引
い
た

金
額
に
税
率
を
掛
け
て
計
算
し
ま

す
が
、
年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
で
、

所
得
金
額
が

一 、

0
0
0

万
円
以

• 7 ・ち ιーすれ.3:

下
の
場
合
に
本
人
の
所
得
金
額
か

ら
五
十
万
円
(
老
年
者
控
除
)
が
控

除
で
き
ま
す
。

口
公
的
年
金
等
控
除

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の

金
額
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金

額
の
合
計
額
か
ら
公
的
年
金
等
控

除
額
を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す

が
、
年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
の
方

の
場
合
は
、
次
の
と
お
り
年
齢
が

六
十
五
歳
未
満
の
方
よ
り
そ
の
控

除
額
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

。

受給者の年齢
1年間の公的年金等の

公的年金等控除額
収入金額の合計額 (A)

260万円以下 140万円

65歳以上の方
260万円超460万円以下 (A) x25%+75万円
460 万円超8207]円以下 (A) x 15% + 121万円
820万円超 (A) x 5%+203万円

130万円以下 70万円

65歳未満の方
130万円超4 1 0万円以下 (A) x 25% 十 37755千円

410万円超770万円以下 (A) x 15%+78万5千円

770万円超 (A) x 5%+155万5千円

臼
マ
ル
優
な
ど
の
利

子
の
非
課

税

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
の
方

は
、
マ
ル
優
、
特
別
マ
ル
優
、
郵

便
貯
金
な
ど
の
利
子
に
つ
い
て
の

非
課
税
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

二
、

お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る

方
が
受
け
ら
れ
る
特
例

扶
養
親
族
が
七
十
歳
以
上
の
場

合
は
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除

に
つ
い
て
は
、
通
常
の

一
人
当
り

三
十
五
万
円
に
代
え
て
四
十
五
万

円
を
差
し
引
く
、
」
と
が
で
き
ま
す

。

な
お
、
扶
養
控
除
の
対
象
と
な

る
お
年
寄
り
が
、
納
税
者
や
そ
の

配
偶
者
の
父
母
や
祖
父
母
な
ど
の

直
系
尊
属
で
、
同
居
を
常
況
と
し

て
い
る
と
き
は
、
さ
ら
に
十
万
円

を
加
算
し
た
五
十
五
万
円
を
差
し

引
く

、
」
と
が
で
き
ま
す

。

三
、
障
害
者
本
人
が
受
け
ら
れ
る

特
例

付
所
得
税
の
障
害
者
控
除

納
税
者
本
人
が
障
害
者
で
あ
る

と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て

二

十
七
万
円
(
特
別
障
害
者
の
と
き

は
三
十
五
万
円
)
を
所
得
金
額
か

ら
差
し
引
く

ヲ
」
と
が
で
き
ま
す
。

ω
マ
ル
優
な
ど
の
利
子
の
非
課
税

障
害
者
は
、
六
十
五
歳
以
上
の

方
と
同
じ
よ
う
に
マ
ル
優
、
特
別

マ
ル
優
、
郵
便
貯
金
な
ど
の
利
子

に
つ
い
て
の
非
課
税
制
度
を
利
用

で
き
ま
す

。

日
相
続
税
の
障
害
者
控
除

相
続
人
が

心
身
障
害
者
の
と
き

は
、
七
十
議
に
な
る
ま
で
の
年
数

一
年
に
つ
き
六
万
円
(
特
別
障

害

者
の
と
き
は
十
二
万
円
)
が
障
害

者
控
除
と
し
て
、
相
続
税
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す

。

四
、
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
方

が
受
け
ら
れ
る
特
例

付
所
得
税
の
障
害
者
控
除

扶
養
親
族
が
、
障
害
者
で
あ
る

と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て
一

人
当

た
り

二
十
七
万
円
(
特
別
障

害
者
の
と
き
は
一
人
当
た
り

三
十

五
万
円
)
を
所
得
金
額
か
ら
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す

。

口
特
別
障
害
者
と
同
居
し
て
い
る

場
合
の
配
偶
者
控
除
及
び
扶
養
控

除
付
の
特
別
陣
害
者
が
、
同
居
を

常
況
と
し
て
い
る
と
き
は
、
配
偶

者
控
除
及
び
扶
養
控
除
は
、
通
常

の
控
除
額
に
三
十
万
円
を
加
算
し

た
金
額
を
所
得
金
額
か

ら
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10月の納税
町県民税第3期

国民健康保険税第4期

納税期限10月 31 日(月)

巡
回
一
日
赤
十
字

九
月
六
日
ω
に
、
日
赤
募
金

の
社
員
に
対
す
る
還
元
事
業
と

し
て
、
平
成
六
年
度

「

巡
回
一

日
赤
十
字
」

が
町
民
会
館
に
て

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

家
庭
看
護
法
・

救
急
法
の
講

習
や
映
画
、
松
山
赤
十
字
病
院

婦
人
科
副
部
長
の
横
山
幹
文
先

生
に
よ
る

「

骨
粗
怒
症
に
つ
い

て
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
皆
様
の
温
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

-E圏直圏直誼
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県
営
牛
洲
団
地
の

一
角
に
佐
置

す
る
南
吉
井
第

二
保
育
所
は
、
昭

和
五
十
五
年
改
築
と
共
に
今
の
場

所
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
毎

日
、
一
才
の
誕
生
を
迎
え
た
ば
か

り
の
子
ど
も
か
ら
六
才
に
な
っ
た

年
長
児
の
子
ど
も
達
が
、
に
ぎ
や

か
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

朝
、
時
間
を
気
に
し
な
が
ら

足

早
に
、
子
ど
も
を
連
れ
て
来
る
お

母
さ
ん
か
ら

、
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
/
お
願
い
し
ま
す

。

L
の
挨
拶

で
一
日
が
始
ま
り
ま
す

。

そ
の

一

日
の
生
活
の
大
半
を
過
ご
す
子
ど

も
に
と

っ

て
、
家
庭
的
な
温
か
い

雰
囲
気
の
中
で

、
落
ち
着
い
て
生

ミ
マ
ゆF一:

J

h
rL
V
-
E

-r
，

:
f

‘
U3

-
ni
p

一
司v
u薗
しvt
重
J
八一剖
明
mu
A盟
問

、

場
合
仲

借
関
み
畠
隠
れ、
防
司

、
京
公Jやf
b

d
\
r
uJ川

崎、言
一
一
泊
r

h
-有

l

L

二
戸
時
二一司

活
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
自
己
発

揮
し
て
い
く
場
で
あ
る
よ
う
、
相

互
に
協
力
し
合
い
、
仕
事
と
家
庭

と
の
両
立
で
き
る
受
け
皿
と
し
て
、

保
育
所
が
果
た
す
役
割
を
担
っ
て
、

家
庭
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
保
育

を
進
め
て
い
ま
す

。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
地
域
交

流
事
業
を
取
り
入
れ
て
老
人
と
の

ふ
れ
合
い
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た

。
当

所
は
、
団
地
の
園
児
が

多
く
核
家
族
八
十
七
%
の
家
庭
の

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、

先
日
の
カ

レ
l

パ
ー

テ
ィ
で
は
、
日
頃

ふ
れ

合
う
こ
と
の
少
な
い
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
温
か
い
限

ざ
し
と
柔
ら
か
い
物
腰
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

保
母
が
演

じ
る
劇
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
飛

び
入
り
の
参
加
で
子
ど
も
達
も
手

を
た
た
い
て

喜
ぴ
、
食
事
の
時
に

は
民
話
を
語

っ

て
下
さ
り
、
心
も

お
な
か
も

一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
運
動
会
、
ふ
れ
合

い
遠
足
、
お
も
ち
つ
き
等
沢
山
の

行
事
を
計
画
し
て
お
り
、
今
か
ら

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

。

お
は
な
し
と
い
え
ば
、
毎
月
お

は
な
し
お
じ
さ
ん
が
来
て
下
さ
り

、

一
一・
三
才
と
四

・

五
才
を
対
象
に

だ、だいじようぶだよ

E
hvい毒
気
込
出

品

J

J
F
τ
凶
m

k
h
寝
間湖

、
!
世
話
官

一

-
圃票
制
牒
他
府
設

お
話
を
し
て
下
さ
い
ま
す

。

小
さ

い
声
の
語
り
の
中
に
も
、
太
く
て

は
り
の
あ
る

声
の
響
き
は

、
子
ど

も
の

心
の
栄
養
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

耳
か
ら

聞
く
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
現
在
、
子
ど
も

の
心

を
と
ら
え
て
離
し
ま
せ
ん

。

ま
た
、
子
育
て
ま

っ
最
中
の
若

い
お
母
さ
ん
に
と

っ

て
育
児
教
室

(
保
護
者
会
主
催
)
は
、
夜
の
学
習

会
に
な
り
ま
す
が

、

「

子
ど
も
を
育

て
る
指
針
に
な

っ
て
良
か

っ

た
。

」

「

子
ど
も
の

話
を
ま
ず
聞
い
て
、

受
け
入
れ
て
い
く
よ
う
に
な
り
、

きもちL、い

子
ど
も

と
会
話
が
で
き

る
よ
う

に

な
っ
た

。

」
な
ど

学
習
し
た
こ
と

が
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
の
中
に

も
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

育
児
に
対
し
て
の
不
安
や

悩

み
な
ど
本
音
が
出
せ
る
場
に
な
り
、

育
児
教
室
を
継
続
し
て
い
く
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す

。

保
育
所
を
軸
と
し
て
、
地
域
の

方
々
に
支
え
ら
れ
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
保
育
所

・

家
庭

・

地

域
に
輪
を
広
げ
、
子
ど
も
が
大
き

く

な

っ

た
時
、
こ
の
保
育
所
に
き

て
良
か
っ

た
、
こ
の
重
信
町
に
住

ん
で
良
か

っ

た
と
い
え
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
の
基
盤
に
な
る
よ
う
励

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
所長
石

田
ト
シ

子
)

ぽっぽ=)ああきっしゃ

所
在
地

重
信
町
大
字
牛
測
二

O
O
三
l

園
児
数

七
十
七
人

松山市

詳しくは、

読
書
の
秋
で
す

主
催重

信
町
教
育
委
員
会

応
募
資
格

町
内
在
住
の
小
・
中
・

高
校

生
及
び

一
般

応
募
用
紙
等

四
O
O
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

以
内
、

一
人

一
点
と
す
る

提
出
期
限

平
成
六
年
十
月

二
十
二
日

ω

ま
で

提
出
先

重
信
町
立
図

書
館
(
小
・
中
学

生
は
学
校
で
ま
と
め
て
提
出

す
る

。

)

入
選小

学
生
の
部

入
選
8

点
、
佳
作
叩
点
、

中
学
生
の
部

入
選
3

点
、
佳
作
4

点
、

高
校
生
の
部

入
選
3

点
、
佳
作
4

点
、

一
般
の
部

入
選
2

点
、
佳
作
若
干
名

審
査
は
選
考
委
員
が
行
い
、

入
選
作
品
は
重
信
町
文
化
祭
で

発
表
し
、
記
念
品
を
お
贈
り
し

ま
す

。

詳
し
く
は
図
書
館
ま
で

。

包
六
四
l

三
四

一
四

fi25-2101 まで愛媛労働基準局
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明
る
い
展
望
を
持
と
う

結
婚
に
ま
つ
わ
る
慣
習

私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が

幸
せ
な

結
婚
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
は
ば
む
さ
ま

ざ
ま
な
慣
習
が
受
け
継
が
れ
、
お

互
い
の
暮
ら
し
の
中
に
深
く
根
付

い
て
い
ま
す

。

そ
の
一
つ
に
、
次
の
よ
う
な
「
釣

書
」
が
あ
り
ま
す
。

本
人
に
つ
い
て
は
、
本
籍
地
、

現
住
所
、
生
年
月
日
、
学
歴
、
勤

務
先
、
趣
味
な
ど
。

家
族
に
つ
い
て
は
、
続
柄
、
年

令
、
学
歴
、
職
業
、
母
親
の
出
所
、

姉
妹
の
嫁
ぎ
先
と
夫
の
勤
務
先
、

兄
弟
の
妻
の
出
所
な
ど

。

資
産
は
不
動
産
が
ど
の
ぐ
ら
い

か
と
い
っ
た
こ
と

。

ま
た
、
「
聞
き
合
わ
せ
」
も
慣
習

と
し
て
根
付
い
て
い
ま
す

。
中
に

は
、
そ
れ
を
専
門
と
す
る
と
こ
ろ

に
頼
ん
で
「

身
元
調
査
」
も
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

19 

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
結
婚

に
関
わ
る
慣
習
の
す
べ
て
を
、
人

権
尊
重
の
精
神
に
た

っ
て
、
き
び

し
く
見
直
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。結

婚
は
ふ
た
り
の

理
解
と
合
意
か
ら

戦
後
、
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ

れ
、
個
刈八
の
尊
厳
と
両
性
の
平
等

の
原
則
肌
の
も
と
に
、
新
し
い
「
家

ノ
'

庭
づ
く
η

山
6

が
始
ま
り
ま
し
た

。

し
か
し
、
長
い
歴
史
の
中
で
培

わ
れ
て
き
た
古
い
意
識
や
行
動
が
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
強
く
残

り
、
結
婚
に
お
い
て
も
個
人
と
個

人
と
の
結
び
つ
き
で
は
な
く

、

「

家
」
と

「
家
」
と
の
結
び
つ
き

で
あ
る
と
し
て
「
家
柄
」

や
「
血

筋
」
が
優
先
さ
れ
て
き
ま
し
た

。

そ
の
こ
と
が
、
「

釣
書
」
や
「

身
元

調
査
」

と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

特
に
「

家
柄
」

と
い
う
誤

っ
た

固
定
観
念
で

「

ひ
と
り
の
人
間

」

の
価
値
を
判
断
し
た
り
、
結
婚
を

考
え
た
り
す
る
傾
向
が
強
か

っ
た

と

言
え

ま
す

。

し
か
し
、
最
近
、
市
民
の
結
婚

に
関
す
る
意
識
は
、
本
人
の
意
志

を
尊
重
す
る
方
向
に
だ
ん
だ
ん
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
同
和
問
題
解
決
に
と

っ
て
明

る
い
き
ざ
し
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
は

家
庭
か
ら

私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
人
間
と

し
て
自
由
で
平
等
な
明
る
い
社
会

を
望
ん
で
い
ま
す

。

し
か
し
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
、

今
な
お
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が
、
き

び
し
く
存
在
し
て
い
ま
す

。

そ
の

背
景
に
は
、
私
た
ち
の
人
権
意
識

の
低
さ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で

、

身
近
な
生
活
の
中
か

ら
人
権
意
識
を
お
互
い
に
高
め
合

ぃ
、
差
別
が
な
く

、

だ
れ
も
が
「
生

ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た

。

」
と
心
か

ら
言
え
る
社
会
を
私
た
ち
の
手
で

つ
く
り
出
し
た
い
も
の
で
す

。

戦
後
、
日
本
の
政
治
や
経
済
や

教
育
の
仕
組
み
の
民
主
的
な
改
革

と
運
動
が
進
む
中
で
、
日
本
の
社

会
の
中
に
、
あ
る
い
は
国
民
の
生

活
や
意
識
の
中
に
存
在
し
て
い
た

前
近
代
的
な
も
の
、
封
建
的
な
も

の
は
徐
々
に
取
り
除
か
れ
、
部
落

差
別
も
ま
た
基
本
的
に
解
消
の
方

向
を
た
ど

っ
て
き
て
い
ま
す

。
最

も
困
難
な
も
の
と
言
わ
れ
て
き
た

結
婚
問
題
に
し
て
も
、
多
く
の

人
々
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

明
る
い
展
望
を
も
つ
こ
と
が
で
き

ま
す

。

も
ち
ろ
ん
、
差
別
の
た
め
結
婚

を
妨
げ
ら
れ
て
、
そ
の
若
い
命
を

自
ら
断
ち
切
っ
て
し
ま
う
青
年
男

女
の
悲
劇
は
、
今
な
お
あ
と
を
断

ち
ま
せ
ん

。

し
か
し
現
在
で
は
、

そ
れ
以
上
に
多
く
の
男
女
が
様
々

な
障
害
を
乗
り
越
え
て
結
ぼ
れ
て

い
っ
て
い
る
の
で
す
。

篤

志

寄

付

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

土
品
1
レ
れ
~
。

愛
大
医
学
祭

フ
リ

l
マ
ー

ケ
ッ
ト

曽
根
柴
治
さ
ん

平
岡
正
秋
き
ん

宮
内
孝
嗣
さ
ん

浅
倉
孝
益
さ
ん

大
川

正
敏
さ
ん

成
光
昭
美
さ
ん

(
見
奈
良
)

(
牛
測
)

(
田
窪
)

(
志
津
川
)

(
南
野
田
)

(
横
河
原
)

10 月 1 日から愛媛県最低賃金が改正になりました

学
級
生
は
生
涯
学
習
の
一
環

と
し
て
楽
し
く
学
習
し
て
い
ま
十
九

最
近
の
学
習

。
八
月

「
和
紙
を
使

っ
て
楽
し
も
う

」

(
人
形
と
ブ
ロ

ー
チ
づ
く
り
)

創
造
す
る
学
習
は
、
本
当
に

楽
し
い
こ
と
で
す
。

。
九
月

二
人
で
で
き
る
健
康
体
操

」

幸
せ
の
基
は
、
な
ん
と
い

っ

て
も
健
康
で
す
。

。
十
月

「
我
が
町
探
訪
」

二
十
八
日
に
実
施
し
ま
す

。

新
し
い
発
見
が
今
か
ら
楽
し

み
で
す

。
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現
代
の
日
本
人

の
食
生
活
の
中

で
、
唯

一
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
斗
?。

カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
骨
や
歯
を
作
り

、
精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
り
と
い

う

役
割
を
も

っ

て
い
ま
す
。

今
以
上
に
、
日

常
の
中
で

気
を

つ
け
て
と
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
と

、

そ
の
不
足
に
よ

っ

て
お
こ

っ
て
く

る
「
骨
粗
し
よ
う
症
」

に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
ふ
る

っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
又
は
保

健
婦
ま
で

月 日 場 所 時 間 準備物 内 4合R 担当

10月 14 日 (金) 播磨古団地公民館 エプロ ン
1.骨粗しょう症の理解

タ ツ ノ マー
①原因、症状 、 治療と予防

11 月 2 日 ~jc) 下林集会所 午前10時一 タオル
②運動のすすめ

栄養士
平成7年 12時30分 筆記聞具

2. カルシウム強化のための作戦
保健婦

2 月 2 日 (木) 堀池公民館 ①カルシウムの多 く 含まれている食
運動のできる

平成7年
品・ 調理法

3 月 9 日 (木) 南野田公 民館 服装 ②カル シウム強化献立(調理と試食)
一一一一一

病気や老化なとで日常生活に支障をきたしてい

る方に対し、 リ ハビ リ教室を行います。

対象町内在住の方

時間 午後l時30分 -3時30分

場所町民会館

担当者 医師、 理学療法士、作業療法士、保健婦

料金無料

申し込み方法

事前にお申し込み下さい。

日程表

「おとしより」とその家族を対象に、心と身体の健

康相談を行います。
家庭で困っていること、自分のことで悩んでい

ること、痴呆に関することなどいろいろな相談に

応じます。 お気軽にご利用下さ L 、 。

対象 町内在住の老人及びその家族

時間 午後2時-4時

場所 役場保健婦室

担当者 医師、保健婦

料金 無料

内 容 個別で相談に応 じ、必要な指導及び助言
を行います。

※予約制です。事前にお申し込み下さい。
平成 6年

11 月 14 日 (月) ・ 25 日

12月 5 日 (月) ・ 16 日

平成 7 年 1 月 9 日 (月 l ・ 27 日 恰)

2 月 6 日 (月) ・ 17 日働

3 月 6 日 (月j ・ 17 日 企l

※健康カレンダーの 日程とは、一部変
更となりましたのでご了承下さい。

平成 6年 10月 3 日 (月) ・ 17 日 (月)

11 月 7 日 (月) ・ 21 日 (月)

12 月 5 日 (月) ・ 19 日 (月)

平成 7 年 1 月 9 日 (月) ・ 30 日 (月)

2 月 6 日 (月) ・ 27 日 (月)

3 月 6 日 (月) ・ 20 日 (月)

日程表

母
親
と
な
る
喜
ぴ
や
不
安
を

話
し
合
い
、
妊
娠

・

出
産
・
育
児

に
関
し
て
勉
強
し
ま
し
ょ

う
。

一
人
で
あ
れ
こ
れ
思
う
よ
り

も
、
み
ん
な
で
話
し
合

っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

-
対
象

妊
婦

・
料
金

無
料

-
場
所

町
民
会
館

・
時
間

午
後

一
時
三
十
分
1

三
時

・
申
し
込
み
方
法

事
前
に
お

申
し
込
み
下
さ
い

。

合41-7667 まで

- 講義 ・ 実技
・ 妊肢の生耳II
・ 呼吸法

・ 講義
・ お l童の準備閉品
・ 子ども ijlf . 脊冗用品の選び方

・ 実技 ・ 講義

・ í*i谷
・ 乳房の手当

・座議会{先鋭お母さ んといっしょに )
・ お産.育児の体験談
・ 赤ちゃんのだき方、あやし方

胞愛媛県年金福祉協会

11 月 22 日凶

11 月 28 日 (月)

12月 6 日 伏)

12月 13 日 伏)

詳しくは、

2 

3 

4 
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ゅ……@健康づ〈りスクー Jf; ω……⑤
健康づくりスクールを下記のとおり開催します。 皆さん、お誘い合わせの上おこし下さい。

対象重信町在住の方 料金 無料 場所町民会館

申し込み方法 事前にお申し込み下さ い 。

回 月 日 時間 内 容・講 師

午後1時30分 講義 「健康と運動」 健康は足から 一
第l回 10 月 18 日決)

-3時 NTT松山病院院長石戸谷武

講義 「健康と食生活」 運動と栄養のパフンスー
第2回 叩月 26 日 (水) " 愛媛県生涯学習推進講師管理栄養士石丸啓子

第3回 11 月 9 自体)
講義・実技 「楽し く歩こう」その I 一歩 く前の健康チェックー

" 愛媛県健康増進センター 運動指導員 丹下信一

第4回 11 月 15 日決)
実技 「楽しく歩こう」その日 歩いて心も身体もリフレッシュー

" 愛媛県健康増進センター 運動指導員 中野 11妻

開催時間及び第 1 回目の日程が健康カレンダーとは異っております。 ご了承下さい。

健康な体は生活の基本です

基本健康診査を次のとおり実施します。
r40歳からの健康週間J (1 0 月 10 日-)に合わせ、 健康
を確かめるためにも、皆さんぜひ受診して下さい。

日 時 11 月 10 日 (木)午前9時一 11時30分
午後l時-3時

場 所町民会館

対象者 40歳以上の方(今年度未受診者)

料金無料

健診内容 (全員)
問診・身体計ì<<lj. 診察・血圧測定・検尿・血液

検査(貧血検査 ・総コレステロ ー ル・ HDL コ

レステロール ・ 中性脂肪 ・肝機能検査・腎機
能検査・尿酸)・生活、栄養指導

(必要な方のみ)

眼底検査・心電凶検査・血糖検査

持参品健康手帳
(お持ちでない方は当日発行します。 )

受診方法 申し込みは不要です。直接、健康診査会場
.r，お こし下.さし 、 。

結 果 健康診査結果報告会で結果をお返しします。

11 月 17 日・ 18 日・ 22 日 | 町民会館

・対 象: 40歳以上の方(今年度未受診者)

・受付時間: 午前8時40分-10時

・料 金・ 胃がん検診 500円

大腸がん検診 300円

・胃がん検診を受けられない人

- 当日の朝、飲食した人

- 胃の病気で治療中の人

. 胃の手術をした人

・ 妊娠中の人

11 月 11 日 | 町民会館

・対 象: 30歳以上の女性(今年度未受診者)

・受付時間 ・午後l時-2時

・料 金 :子宮けいがん検診 400円

手しがん検診 無料

各種がん検診の申し込み期限は、 10月 31 日までです。

マイホーム資金は「年金住宅融資」で./ 10月 14日まで受付
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'94 重信」文化祭

重信町民会館 ・ 歴史民俗資料館

重信町文化協会

重信町・ 教育委員会

腕愛媛県文化振興財団

場
催
催
助

A
S
A
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賛
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的
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a
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固
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11 

11 10 
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11/6 

11/4 

3on3バスケットボール大会11/3 
午前10時~
~Ir民会館駐車場

lチ ー ム (3-5名)

小学生の部、中 ・ 高 ・ 一般の部(男女問わず)

申し込み方法 町民会館備付の申し込み用紙に必要事項

を記入のうえ参加費 (1人につき 200円)を添えて、社会
教育課に申し込んで下さい。

申し込み締切り 10 月 2 1 日幽午後5時まで

時間

場所

参加対象

。 1/3 映画「モスラ対ゴジラJ ) 
なつかしい30年前の映画です。お気軽にお越し下さい。

時間 午後6時30分~

会場 IßT民会館大ホール

入場料 無料

移動動物園ガやってくるよ恒?
会場 町民会館前広場

時間 午前10時一午後2時

砥部動物園のかわうそ号が

きます。

ギ ンギツネ ・ シ ロ カンム リ

マンカ、ベー他

※子供映画劇場

3 日と 6 日に視聴覚室 (3F) で行います。

「 ジヤンクソレ大帝Jr熊の子ジャッキーJrムーミン」他

世ゴ怪こ鴨D\， ミ?且監督・本多猪四郎 i ~~ ・ 円谷E
界ジ獣れ ~~ ， J)ï適温・包 .
タ ラ映が ; 論函=・・・.--=';}占
イ文摺世 ー:~・・・・ ~­
卜モだ界 ζ者正 羽一一一一 一- "
ルス /最殺事つ T
マラ大 ーり占 〆.・

ツの の {力ラ ー作品 〉

チ ーー

第
百
回
パハト
三
ン
ド
ン

タ
プ
ル
ス
選
手
権
六
会
開
催

- ・ ・ ・ 4・ ・・・・・・・ ・ ・ e ・ ・ ・ e ・ ・・・・・・・・・・・・e ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・ ・ . - ・ ・ e ・ ・ 4・ ・ ・ ・ - - ・ -・ ・・ - ・-- -- ・・

日
時十

一
月
十
三
日
間

午
前
九
時
1

場
所重

信
町
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

内
容山

試
合
は
ダ
ブ
ル
ス
の
み

ω
ク
ラ
ス
は

l

部
1

4

部
ま
で

※
ク
ラ
ス
分
け
は
大
会
本
部
に

一
任
下
さ
い

。

参
加
資
格

重
信
町
民
及
び
関
係
者

参
加
料

五
百
円
(高
校
生
以
下
は
無
料
)

申
し
込
み
要
領

名
前
(
ペ
ア
も
共
に
)
と
電
話
番

号
を
そ
え
て
、
十
月

二
十
八
日

働
ま
で
に
社
会
教
育
課
ま
で
お

申
し
込
み
下
さ
い

。

向
、
各
団

体
に
所
属
し
て
い
る
方
は
、
責

任
者
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い

。

成
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
六
会

成
績
報
告

第
三
十
回
を
迎
え
た
重
信
町
成

人

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
大
会
が
、
九
月

四
日

重
信
中

学
校
体
育
館
ほ
か
で

開
催
さ
れ
ま
し
た

。

男
子
二
十

一
分
館
、
女
子

二
十
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21 

21 

20 

20 

19 

19 17 

18 

18 

17 

音楽祭

詩吟 ・ 民謡

舞踊

(3グループ)

16 

16 15 

15 14 13 10 

11/3 内容

展示部門 水墨画 ・絵画 ・書道 ・ 写真・手芸 ・彫塑・

陶芸 ・菊花 ・華道 ・ 児童生徒作品 ・山草

芸能部門 30周年記念「重信の四季」・芸能発表

全(舞踊 ・ ストレッチ ・詩吟 ・ 民謡)

文芸部門 俳句・短歌・川柳大会

囲碁将棋部門 コーナーを設けております。

※その他バザーも予定 しておりますので、お気

軽にお越し下きい。

文化構演会恒A歴史氏俗資料館会献〉
「人は一人では生きられない」

作家・脚本家 早坂暁先生

午後7時30分-9時

町民会館大ホール

350円(当日 400 円)

題

講師

時間

場所

聴講料

両管室釜均約沼周夜心

。 1/1-
重信の丘は歴史がぎっしり

野田・西岡・下林発掘展

"先急企業 詣る陶暴"
文化祭を中心とした歴史民俗資料館の展示は、平成

4年9月から続いている区画整理、公園、は場整備にか

かる発掘展。

きらきら光る千年前の金環をはじめ、ふりかえれば

未来の企画展です。

期間 11 月 1 日か ら 12 月 27 日まで

時間 午後3時一

会場 町民会館大ホール

入場料 無料

青年の熱演を見に来て下

さい。

-.・・，， _4>_，，_ _ _ .. _ .r ・ ょ・- ---.-_ ... ・・・- --_ .... _ ... ・・・ _ _ _r_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 

分
館
が
参
加
し
、

げ
ら

れ
ま
し
た

。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

男
子優

勝
準
優
勝

第
三
位

女
子優

勝
準
優
勝

第
三
位

_ .ー . - ~・・ e ・_.-ー・ ー ・・・・ー ・ ・ -ー . - -・ ・ ・ ・・・・ 4・・・ . _ .ー . _ .ー - ・ ・ ・ ・ - ・・ ・ ・ ・ ・ ・+ ・ ・ - _，，_ .. _ ... - -・ーー

熱
戦
が
繰
り
広

樋下志
津

口林)11 

上
林

八
反
地

田
窪

男子優勝志津川上林女子優勝
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4
司
「
村
の
あ
そ
び
」
コ
ー
ナ
ー

今
や
重
信
町
と
い
え
ば
、
比

ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
カ
|
ニ
パ
サ

ル
。

定
着
化
し
た
こ
の
行
ト

i
h
w
Y今
川
r
'

事
も
今
年
で
十
回
目
を
数
!

え
ま
す

。

重
信
町
農
業
後

継
者
協
議
会
主
催
の
こ
の

イ
ベ
ン
ト
、
今
年
は
九
月

十

一
日
、
重

信
川
緑
地
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
午
前
十

へ

時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

』

今
年
は
、
県
内
外
か
ら

三
八
四
個

の
か
ぼ
ち
ゃ
が

­

寄
せ
ら
れ
、
東
宇
和
郡
野

一

村
町
の
井
関
安

夫
さ
ん
の

一
一
一
、
五
同
の
ビ
ッ
グ

の
札

な
も
の
か

ら
二
O
O
g

の

賞
夫

長
安

か
わ
い
い
も
の
ま
で
ズ
ラ

会
関

リ
並
び
ま
し
た

。

イ
ン
ド

大
井

人
、
俵
、
へ
ビ
に
似
た
か
‘

ぽ
ち
ゃ
な
ど
面
白

い
作
品

も
あ
り
ま
し
た

。

シ
ン
一
ア
レ
一
フ
コ

ン
-
ア
ス

卜

・

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト

・

ビ
ン
ゴ
ゲ
l

ム
も
あ
り
、

終
日
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

..シンデレラコンテストも行われました
今年のミスは石崎真由さん(右から2番目)

ミニSし..チビッ子に大人気 二んなおもしろい
かぼちゃもありました砂 一

平
成
六
年
十
月
七
日
か
ら
松

山
年
金
相
談
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ

ー
が
開
設
さ
れ
、
厚
生
年
金
・
国

民
年
金
の
年
金
相
談
や
年
金
の

請
求
手
続
き
な
ど
が
で
き
ま
す

。

場
所松

山
市

一
番
町
三
丁
目
三
番

地
三

(
菅
井
ニ
ッ

セ
イ
ビ
ル

二
階
)

業
務
取
扱
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

午
前
八
時
三
十
分
1

正
午
・

午
後
一
時
1

午
後
五
時

(
た
だ
し
、
祝
祭
日
、
年
末

・

年
始
は
お
休
み
)

相
談
内
容

年
金
の
請
求
手
続
き
、
年
金

裁
定
請
求
書
の
受
付
、
源
泉

徴
収
票
や
年
金
額
改
定
通
知

書
な
ど
の
再
交
付
(
再
発
行
)

相
談
の
対
応

松
山
東
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員



1 15 ・2q乙4すれ.3:
(紋柄、時)

九
月
十
六
日
、
町
内

の
保
川市河
討
も

育
所
(
五
ケ
所
)
の
先
頭
を
き

明
弘
司

っ
て
、
南
吉
井
第
二

保
育
所
~
‘
手
守

、

で
運
動
全
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ー
司6

き
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も

ん

と
、
か
け
っ
こ

、

す
ず
わ
り
、

，

パ
ン
く
い
競
争
、
リ
レ
ー
な

ど
帽

ど
の
競
技
が
和
気
あ
い
あ
い

i
'

と
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

。

ν

園
児
た
ち
は
ど
の
子
も
元

同

仇

気
い
っ
ぱ
い
、
地
域
の
お
年

ド
ド

国

寄
り
、
又
、
お
父
さ
ん
、
お
同

母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
伝
偽
共
同

い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た

。

(
ノ
鋲
白

長
寿
を
抗
う

重
信
町
で
は
、

敬
老
の
日
に
あ

わ
せ
町
内

の
最
高
齢
者
及
び
数
、
ぇ

年
九
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に

記
念
品
を
贈
呈
し
て
長
寿
を
讃
え

ま
し
た
。

町
内
の
最
高
齢
者
及
び
九
十
五

歳
以
上
の
方
は
次
の
と
お
り
で
す

。

氏名 住所 満1-1 6年年飴未

*rfl ヶイ 回復 lOl~ 

松岡コマヨ 見奈良 99 

土居 豊 田窪 99 

大川久米一 西岡 97 

高須賀駒f-t 田窪 97 

東 隆校 回復 97 

中島7チヱ 樋 lコ 97 

青木ケイ 国;室 96 

大北ヱイ 牛湖l 96 

永野好貞 上村 96 

森キクヨ 上林 96 

門田イマヨ 上村 96 

森サワヨ 上林 96 

青井サワヨ 上 村 95 

越智シゲミ F 林 95 

小網シゲヨ 見奈良 95 

渡部字太郎 樋口 95 

田村八左衛門 回復 95 

山本カメノ !~二 1自l 95 

山内盟見 !Io i刻 95 

「
重
信
お
や
事
』
劇
場
」

絵
な
ど
楽
し
ん
で
い
ま
す

。

今
ま

で
に
観
て
き
た
舞
台
は
、
一
一
一十
八

回
に
な
り
ま
し
た

。

ま
た
、
ハ
イ

キ

ン
グ
や
山
之
内
で
の
デ
イ
キ

ャ

ン
プ
、
手
芸
教
室

・

親
子
料
理
教

室
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

親
も
子
も
忙
し
い
今
、
年
四
回

だ
け
で
す
が
、
ゆ
と
り
の
あ
る
楽

し
い
時
間

H

生
の
舞
台
を
観
る

。

を
共
に
創
り
ま
せ
ん
か
?

全
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

。

つ
で
も
ど
う
ぞ
。

連
絡
先事

務
所

山
岡

寺
田

。
お
や
こ
劇
場
。
は
、
親
と
子
で
、

生
の
舞
台
を
観
て
楽
し
み
、
創
造

性
豊
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
/
と

い
う
子
育
て
の
団
体
で
す
。

重
信
に
発
足
し
た
の
は
、
一
九

八
七
年

。

今
年
で
七
年
目
に
入
り

ま
し
た

。

四
才
か
ら
大
人
ま
で

一

律
一
ヶ
月
八
五

O
円
の
全
費
で
運

営
し
て
い
ま
す

。

年
四
回
、
人
形

劇
・

コ

ン

サ
ー
ト

・

舞
台
劇
・
影

版

.~ 

六
回
|

七
一
八
八

六
四
ー

=
二
七
O

六
四
l

一
六
四
三

軟式野球の好

きな児童を募集

しています。 上曜

日又は日曜日に雨前

井小学校で練習してい

ます。 町内の小学・同・五

年生を募集しています。

ドリームズ λホーヅ少年同J

種目 軟式野球

資格 小学生4年生- 6年生

目的 軟式野球を通し、野球技術の向上

及びルール、マナーの厳しさ、団体

生活の重要性等を自覚させ、健全

な青少年の育成を目的とする。

練習 土、日、祭日

長期休み随時

責任者及び連絡先

重信町見奈良1445

中村裕司

宮64-0958

連絡先

東 64-3851 
上回 64-9101 し、.J. 

a
R
え

U

カ
ん
つ

先
日
、
保
育
所
に
取
材
に
で
か

け
た
時
の
出
来
事
で
す

。

カ
メ
ラ

を
手
に
し
た
私
に
あ
る
女
の
子
が

近
付
き
、
「
お
姉
ち
ゃ
ん
、
今
日
は

カ
メ
ラ
マ
ン

な
の
?
」
な
に
?
カ

メ
ラ
マ
ン
と
い
う

言
葉
も
私
に
は

似
て
も
似
つ
か

わ
し
く
な
い
言
葉

な
の
だ
け
ど
、
そ
れ
以
上
に
可
笑

し
か
っ
た
の
は
「
お
姉
ち
ゃ
ん
」

と
い
う

言
葉

。

最
近
、
近
所
の
子

ど
も
に

「

お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば

れ
る
の
に
も
納
得
し

、

よ
う
や
く

慣
れ
た
私

。

思
わ
ず
抱
き
し
め
た

く
な
っ
た
私
は
本
当
に
単
純
。
取

材
は
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で
苦
手
な

の
で
す
が
、
時
に

は
こ
ん
な
い

い

事
も
あ
り
ま
す

。

と
こ
ろ
で
、
毎
月
こ
の
広
報
を

作
る
に
あ
た
り
、
よ
り
身
近
で
よ

り
お
も
し
ろ
い
話
題
さ
が
し
に
頭

を
痛
め
て
い
ま
す

。

町
か
ら

一
方

的
に
お
知
ら
せ
を
載
せ
る
だ
け
で

な
く
、
町
民
の
方
の
声
を
広
報
を

通
じ
て
町
民
の
方
に
届
け
る
の
が

理
想
だ
と
思
い
ま
す

。

そ
ん
な
広

報
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

広報の早期配付にご協力下さい。



月 日 行 事 名 時間 場所

22(土j 役場開庁日

23(日) 当番医西野医院 重信町横河原 fi64-2152 

24例) 健康相談 (26 日まで) <各地区〉

25(火} 不燃物回収日

10 26(利 健康づくりスクール② 13: 30-15: 00 町長会館
心配ごと相談所 13 :00-15: 00 役場2階第 l会議室
ーー -- 司・・ ー ーー ー・・ ・ーー ー.幽 ・・・・， ー ー ー ーー』ー ・， ーーー ー ーー -- ーーー ー 'ー ー ー・ ー ーーー ーーー

27附 3種 (2稜)混合予防接種
14 :00-14: 30 町民会館w内未1 f11 1-1 -H期4 年米6持11 30 [I'~まれ且び)

6才満の l 即111 噸者

28樹 粗大ごみ回収日
月 29(土) 役場開庁日

30(日) 当1.1}医西野内科クリ - ''1 ク重信町牛決1) fi64 -2200 
町県民税第3期 ・ 国民健康保険税第4期納期限

31伺) 国民年金10月分納期限

9月 ・ 1 0月分水道使用料納期限

2 (樹 健康づくり料理講習会(カルシウム食) 110:00-12 ・ 30 下林集会所

3 (栂
ごみ収集休みます。 7 日(月)に出して下さい。

当番医 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 fi64-2411 

5W 役場開庁日
6 (日) 当番医宮内病院 松山市北梅本開T fi75-0091 

7 伺) おとしより健康相談室 要予約 14:00-16:00 役場保健婦室

9 (羽
健康づくりスクール③

l3: 30-15:00 町民会館
「楽しく歩こう一歩〈前の健康チェッ7 一」

不燃物回収日

印刷
基本健康診査 9: 00-11:羽田
(40才以上の住民) 113:ÕÕ-~5:õõlfflT 民会館
行政{.骨Eごと相談所 13: 00-15: 00 役場2階第l針縫

11幽
子宮E買がん ・ 乳がん検診

13: 00-14: 00 PIT 民会館
(30才以上の女性)

12(士j 役場開庁日

11 13(日j 当番医 中川外科・ 内科松山市南梅本町 fi76 一 78 11
14 (月) リハビリ教室 13:30-15:30 町民会館

15(刈
健康づくりスクール④

13:30-15: 00 町民会館
「楽し〈歩こうー歩いて心b身体 b l)7レッシュ ー J

.1 6(村
乳児健康診査

13: 30-14:30 町民会館[
(H6年1月 - 4 月 ・ 7月生まれの者)

1才6 ヵ月児健康診査
13:30-14 :30 PIT 民会館

(H 5年3月 ・ 4月生まれの者)
1 7(村

胃がん ・大腸がん検診(18 日まで)
ーー， ーーー 『・ ・ー ー ー . ーーーー・ ーー ーー， ー ー

(40才以上の住民)
8:40-10:00 町民会館

19仕j 役場閉 JT'日

20(日) 当番医 辻井循環恭科・ 内科 重信町田窪 fi64-0013

おとしより健康相談室 要予約 14: 00-16: 00 役場保健婦室
ーーーーーーーーー ー ・・司 --- -ー- -_ ---ー--- -- ーーー ・・ ・ ー ・ ・ー ーー 圃亭 明. _-- 帽 ー ・ー.曲ー

21例) 3才児健康診査
13: 00 -14 : 00 町民会館

(H3年7月 - 8 月・ 9月生まれの者)

月 胃がん ・大腸がん検診

22(刈 (40才以上の住民)
8: 40-10: 00 町民会館|

母親学級①(妊婦)
ー - - -・ーー ー ー ー -- -

町民会館13:30-15:00 

23(村
ごみ収集休みます。 26 日(士)に出して下さい。

当番医重信クリ ニッ ク 重信町志津川 fi64 - 1188

心配ごと相談所 13: 00-15: 00 役場2階第 l会議室
- ・ーー. 司 ・・ー ー ・ ・ ・ー ー ー ー . ー ーーー ーーーーー ーー ーーーー・・ ー ー - - - ・e ー ーー‘ ー- -ー ーーーー

24 (材 3種 (2種)混合予防接種
14: 00-14: 30 町長会館(6Hrμt川 1 1-1 -H~年問6主1 1権30附11 'は I l且び)

湖町 l 矧- 11 JlJI ，*J æl~ '''' 

25幽
不燃物回収日

1 ) 二 JLj教室--- - _ ー ー ー - [ï3 :3Õ二 ì5:3ﾕ[ ~Ij -辰五 ー詰

26(土) 役場開 JT'日

27(日) 当番医 愛媛卜全医療学院附属病院 川内町南方 fi66-5011 

28伺) f号翠竺型⑨ー(芳一続) 一 ー ー ーー一一ーー ー l!r~Q三 !~: gQ j ~!. ~手全 ー坦
健康相談(各地区)30 1:1まで

30(初
町立幼稚園 ・町立保育所入国受付終了

国民健康保険税第5期納期限

2{:ιけのみ:1 16 ・

樋西志見牛牛志西見 住
i掌奈 i章 ズ刀え、

口岡 川 良湖l 湖l 川 岡良 所

松菊越自主1-1 主E 斤太佐影 f呆
井池智 t賀告 岡上田藤野 護
健豊?台 真敬一 秀武稚彦 者
一史徳 二 哉ニ彦司

諒昌穂 i変大意忠浩賢宏 俗 生出
太登花太貴 行 幸 !尼

999  8 8 8 8 8 8 生
- ・ 年月
3 2 1 23 19 18 17 17 15 日

お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す

戸
籍
の
窓

樋田志志志牛山南回国志樋 住
i掌 i掌 i寧 之野 i掌

口窪川 川 川淵内田窪窪川口 所

相I 嘉事置 野 i支橘藤大長宮武永和
氏岡 安倉延国立問内智見署

閤トゾ義四高四宗 貞茂久
名綱 i; ェ雄郎子郎貞箆義文美

88 86 83 92 92 67 82 86 68 78 66 37 
年
,Ta' h. 

7 31 30 30 30 27 27 23 22 19 12 101 ~ 

九
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

お

誕
生
お
め
で
と
う
/

牛志牛横牛志志下志 住
i! j可 i掌 i掌 j宰

測川淵1) }京榊l 川川林川 | 所

藤 i自大久戒森平日 西岡
f呆原屋西保幸 能光閏田山 護年従来 久文佳良英
者彦仁圭重志男月浩樹

旦謙{愛夏大明霊奈悠壁宋 出
生

紗人希生 香 哉 !尼

88888  8 8 8 8 生
-・ ・ ・ ・・ ・・・

年
月

14 12 11 9 8 5 5 5 2 日

~呂固⑭さき昌サー拘~

四
人
の
ピ

エ
ロ
が
く
り
ひ
ろ
げ

る
。
笑
い
。
と
。
ス
リ

ル
。
の
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

何
が
お
こ
る
か
お
楽
し
み
/

日

時

十
一
月

一
日
閃

占

午
後
六
時
三
十
分
1

場
所

町
民
会
館
大
ホ
ー

ル

参
加
費

全
員
制

主
催

重
信
お
や
こ
劇
場

後
援

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
文
化
協
会

⑨791 -02 重信町大字志津川972番地 合 (0899)64-2001 (代表) 四国電話印刷鮒悶
肋
岬

n
HH
'
 

r
ト
ド
・

連
絡

事 先
寺 山 務
圧I I司所

六
四
l

七

一
八
八

六
四
1

2
二

七
O

ハ
四
ー

一
六
四
三

企画商工諜編集愛媛県温泉郡重信町発行
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